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昭 和 45年 7 月 23日
学 位 規 則 第 5条 第 1 項 該 当
農 学 研 究 科 農 林 生 物 学 専 攻
アカマツ林土壌におけるマツタケの微生物生態学的研究
(主 査)
論 文 調 査 委員 教 授 滝 本 敦 教 技 赤 井 重 恭 教 授 四手井綱英
論 文 内 容 の 要 旨
この論文はアカマツ林土壌中におけるマツタケの生態を微生物生態学的立場から調査研究したもので,
その結果は4章にまとめられている｡




第2章では マツタケの基質である菌根の外部形態と内部構造, および シロ内部における マツタケの菌
梶, アカマツの根, および他植物の根の分布状態を記述している｡ マツタケの菌根は樹枝状に分岐伸長す
ることを特徴とし, シロの先端部に多く分布する｡ また, シロ内部においては, アカマツの根が増加する
のに反し, 他植物の根は枯死することが認められた｡ すなわち, マツタケは その基質となる アカマツの
根を分岐伸長させ, 枯死させることなくその根から持続的に栄養を吸収して生育する｡
第3章では マツタケのシロにおける微生物相 , とくに 菌類フロラと その季節的変化について記述して







第 4 章ではアカマツ林内における植物, A . 層, 梶, およびマツタケを含む高等菌類の分布を記述し,
それらにもとずいてマツタケの生態学的地位を論じている｡ その結果, 一般高等菌類の多くにシロの概念
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か適用し得ること, したがって森林微生物生態の調査および研究手段に高等菌類を桔梗とする分野が重要
であることを指摘している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
マツタケはアカマツ林の産物として経済的に重要なものであるが, その人工栽培は現在のところ不可能





の基礎的知識を体系化した｡ 一方, マツタケの生態を通して微生物生態の基本要因となるべき基質, 競争
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